
  

  

 「その他再生・復興に向けて参考になる取り組み」

ということで、以下の３つのグループに分けてご紹

介しています。 

 １つは自然災害への対応、２つ目が再生エネルギ

ー、３つ目が飼料用米ということです。今日の中井

先生の基調報告の中で、これからの地域の再生、あ

るいは新たな展開のためには６次産業化、耕種農家

との連携、あるいは地域自立型エネルギーの産業化

が大事だといわれていましたが、ほぼそれに対応し

たような内容になっています。 



 自然災害で、事例として上がってきたのは、集中

豪雨、台風、地震というものであり、あと竜巻とい

うものもあります。このように、災害はいろいろな

種類があります。被害は共通しており、牛舎施設で

あれば、停電、断水、浸水。農地であれば、浸水し

たり瓦れきがたまったりという感じです。 

 災害の種類はいろいろありますが、対応は共通す

るということです。 

事例の５～９は日高地域の事例です。その下の集

中豪雨は佐呂間町、両方とも北海道の事例です。こ

ういった台風とか竜巻によって浸水、停電、断水が

あり、比較的短期間で復旧しているのですが、この

ときの対応策として出されていたものは、家畜の避

難先を確保するということでした。 

あとは、牛舎施設の電力量に合った発電機を用意

する。また、水道に関しては、例えば自家水道と町

営水道のように、どっちかがだめになってもどっち

かが使えるような２つの系統を用意する、そんなこ

とが対策として挙げられていました。 



  その次の事例１というのは、北海道機関がまと

めた地震対策マニュアルです。 

 あとは事例 50、実はこれは先ほどの口蹄疫と近い

事例です。衛生リスクということで自然災害ではな

いのですが、経営にとってみれば、そういう伝染病、

感染症の病気も、降ってわいてくるというと、少し

言い過ぎかもしれませんが、自然災害と同じように

かかってくるということでこのグループの中に入

っています。衛生リスクと防疫体制ということで、

妻有畜産グループの事例ですが、この事例は地域一

体型でオーエスキー病とかＰＲＲＳの清浄地域を

つくったといった事例について紹介されています。 



次、２番目に再生エネルギーの利用の事例です。

畜産経営というのは畜舎でたくさんエネルギーを

使っています。例えばこれは 23 年の数字で経営費

に占める光熱動力費の割合をみてみると、酪農の場

合、北海道で５％ぐらいあり、府県でも 4.3％、繁

殖牛だと 5.3％です。もちろんそれなりのコストの

割合を占めています。 

 そういう意味では、光熱動力費を削減するという

ことは日常的に行われている低コスト化の取り組

みのひとつで、あとはこのような停電や断水に対す

る対策にもなるということです。事例の中では、そ

の対策として再生エネルギーを使っていることが

共通としてあります。 

 再生エネルギーの事例としては４つあり、太陽光

発電が２つ、ヒートポンプが１つ、もう１つは節電

ポイントです。太陽光発電は改めて説明するまでも

ないと思いますが、去年から固定買い取り価格制度

が始まり、かなり急速に普及しています。これが畜 



産の世界でも入ってきているということです。 

 こういう太陽光発電にしろ、ヒートポンプにして

も、やはり施設費が結構かかるのです。いずれも節

電とか省エネの効果は大きいのですが、設置費用、

初期投資が大きいことが難点として挙げられると

いうことで、経済性の観点からは、通常この初期投

資に対して効果、便益がどのぐらいあるかというこ

とで、回収年数、何年で回収できるかということが

ひとつのポイントになっているということです。 



最初の 27番は、この後発表していただきます哲

多和牛牧場の事例になります。哲多和牛牧場は肉

用牛の経営で、太陽光パネルの設置費用が 6,000

万円ぐらいかかっていますが、補助事業もあり、

効果が現に 99 万 2,000 円で、自己負担の分だけ

を考えれば、約７年で回収できるということです。

固定買い取り価格制度が 20 年ですから、非常に

余裕をもって回収できるようになっているという

ことです。 

 次の 37番は、北海道の浜中町農協の事例です。

数字はここに書いてあるとおりになっていて、回

収年はやはり７年ということで、たまたま同じ年

数になっています。 

 38 番は、ミルクヒートポンプシステムといっ

て、搾った牛乳から熱を取り出して、それをバル

ククーラーに使うというシステムです。 

 最後の 10 番で、釧路の地域の農業会議の事例

であり、地震等があったときにはどういったこと

が必要だということを整理したものです。 



ミルクヒートポンプシステムは、北海道新エネル

ギー事業組合の事例です。これも回収年が７年とな

っていて、この事例については、補助金がなくても

回収できるというような形になっています。 



 飼料用米は後で説明するまでもなく、新規需要米

ということで、急速に作付面積が増えており、水田

を利活用して国産の飼料ができるということがメ

リットです。また、飼料用米にはいろいろなオレイ

ン酸がふえるといったような機能性もあり、飼料用

米を媒介にして地域の資源循環、堆肥の利用を含め

てそういったことができるということで、 増えて

います。 

 グラフは作付面積の推移を示したもので、棒グラ

フの右軸は新規需要米のトータルの面積です。折れ

線グラフは内訳になっていて、点線が稲ＷＣＳで順

調に増えてきています。黒丸の実線が飼料用米で、

急速に増えて、2010 年に追いついて、2011 年には

抜き去っています。ただし、実は去年の 2012 年に

は、この飼料用米の拡大が止まってしまいました。 

 白丸の実線は米粉用米で、もっと減少しています

が、この辺がまだ詳しい分析というのはないかもし

れません。私がいくつかみている事例では、やはり 



飼料用米が停滞してしまって、ＷＣＳに比べて耕畜

連携や実需等がきちんとできていないことがひと

つのポイントとしてあるのではないかと思ってい

ます。 





 これは、耕畜連携をどのように取り組んでいるか

を少し模式図的にかいたもので、稲ＷＣＳのもので

す。稲ＷＣＳは長年の取り組みの実績があって、栽

培なり収穫・調製というのは耕種がやったり、畜産

がやったりしますが、それを畜産農家が給与すると

いうことで、耕畜連携というのは必須の形になって

いるということです。 



 対して飼料用米は、栽培は耕種経営が行うのです

が、その後はカントリーで乾燥して、飼料会社が加

工して、畜産経営に給与するということで、乾燥コ

ストがかかり、流通経路が長く、さらに流通費用も

かかるということで、意外になかなか低コストにな

っていかないということが実態の課題としてあり

ます。 



 そうはいいましても、飼料用米というのは国産の

濃厚飼料として、我が国畜産業界の夢のようなもの

だと思っていますので、これを何とか実現したいと

いうことがあるかと思っています。 



  

 

 19番目が臼井牧場、酪農経営です。自ら飼料用米

の破砕機を開発して、しかも立毛乾燥したものと契

約するということで、近いところで農家と契約する

ので流通経費はかかりません。立毛乾燥ということ

で乾燥費用もかからず、飼料用米だけども、低コス

トで調達できる仕組みをつくっているという事例

です。 

 20番は同じ県の大井さんの事例で、臼井さんのと

ころで開発したこの機械を使っている取り組みの

事例になります。 

51 番はフリーデン牧場の飼料用米の事例。 

最後の 54 番は奥野さんの事例で採卵鶏です。飼

料用米のほかに、トウモロコシの子実を北海道の耕

種経営と契約して使っているという、なかなかユニ

ークな事例になっています。 


